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　表紙写真は、河南中学校で実
施されたプランター交流会の
様子です。
　この交流会は、年２回実施さ
れ、今回で13回目を迎えます。
季節の花の苗をプランターに
植え付け、地域の方にお持ち帰
りいただき、集会所・公園・玄関
先などでお花を育ててもらう
ことで、地域の環境美化に貢献
し、学校と地域の繋がりを大切
にする活動です。
　今回は、約300株のマリー
ゴールドやジニアなどの夏の
花をプランターに植え、地域の
方々が持ち帰られました。
　河南中学区の街並みがきれ
いなお花でいっぱいになるの
が楽しみですね。

地域活動とコラボ
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　　議会が　　 した主な補正予算

◀詳細はP4～8へ
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クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○請願第１号
　　　　　醒井地域に診療所の設置を求める請願

　米原市内地域医療機関の将来計画を立てるとともに、醒井地域に仮称「醒井診療
所」を早期に設置することを求める請願。

請願第１号を原案のとおり採択することについて

賛成７人　×　反対６人　　賛成多数で採択
※本会議当日、1人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で請願第１号を原案のとおり採択することについて

賛成３人　×　反対４人　　反対多数で不採択

賛成者と反対者の一覧はP6

　私は、地域の診療所を作ってほしいという地域住民の切なる願いが妥当
なものであり、そのために、地域で運動団体を立ち上げ、地域ぐるみの運
動が行われ、今回の議会請願となった経過から、この「請願」を採択するこ
とは、議会の重要な役割と考える。
　議会は、まずは地域住民の切実な要求についてしっかりと受け止め、その
上で執行部と議会が地域全体の問題として議論を行い、多くの市民が納得
する方策を作っていくことが求められる。米原市民が安心して医療を受け
ることができる地域医療体制の速やかな構築と、地域の願いが強く、必要
性も高い「醒井診療所の早期設置」の請願の趣旨を十分理解し、採択される
ようお願いしたい。

請願第１号に対する討論

賛 成
藤田　正雄　議員
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クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第60号
　　　　　財産の処分について

　米原駅東口周辺まちづくり事業における、米原地先および梅ケ原地先の市有地
について、優先交渉権者が決定したことにより、土地の有償譲渡を行うもの。

議案第６０号を原案のとおり可決することについて

賛成12人　×　反対１人　　賛成多数で可決
※本会議当日、1人欠席者がありました。

総務産業建設常任委員会で議案第60号を原案のとおり可決することについて

賛成６人　×　反対０人　　総員賛成で可決

賛成者と反対者の一覧はP6

　処分金額６億9300万円で、坪単価に換算すると約16万４千円となる。
区画整理保留地坪単価は、30万円を超えると聞き及んでおり、それとは

乖離があり、米原駅周辺の土地相場に悪影響を与える恐れがある。また、
米原駅東口駅前附近路線価格から導き出した坪単価は、約28万６千円であ
る。
　１グループの応募しかなく、結果的に価格評価に最高点を与えたこと
は、最低制限価格の設定自体に問題があったと思料する。
　現段階では４社の土地活用方法があまりにも漠然としていて、雇用問
題、設備投資による経済効果、税収効果など、判断材料が乏しい状況だ。
　今、慌てて低価格で売却することは、将来に禍根を残すことにつながり
かねないため、反対する。

議案第60号に対する討論

反 対
礒谷　晃　議員
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請願第１号　醒井地域に診療所
の設置を求める請願

民
生
教

１ ○ × × × × 欠 

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案第６０号　財産の処分につ
いて

総
産
建

１ ○ × ○ ○ ○ 欠 

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・承認・採択とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」　議長は採決に加わりません。

　　番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
報告第　２号　令和５年度米原市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
報告第　３号　令和５年度米原市一般会計予算事故繰越し繰越計算書について
報告第　４号　令和５年度米原市下水道事業会計予算繰越計算書について
報告第　５号　�公益財団法人伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団の決算および事業計画に関する書

類の提出について
承認第　１号　専決処分の承認を求めることについて（令和５年度米原市一般会計補正予算（第 12 号））
承認第　２号　専決処分の承認を求めることについて（米原市税条例の一部を改正する条例）
承認第　３号　専決処分の承認を求めることについて（米原市都市計画税条例の一部を改正する条例）
承認第　４号　専決処分の承認を求めることについて（米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議案第４３号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第２号）
議案第４４号　令和６年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第４５号　令和６年度米原市水道事業会計補正予算（第１号）
議案第４６号　令和６年度米原市下水道事業会計補正予算（第１号）

【予算決算】

議案第４７号　米原市まちなか住まい供給促進条例の制定について
議案第４８号　米原市税条例の一部を改正する条例について
議案第４９号　米原市下水道条例の一部を改正する条例について

【総産建】

議案第５０号　財産の貸付けについて（梅ケ原地先市有地）
議案第５１号　財産の貸付けについて（三吉地先市有地） 【民生教】

議案第５２号　財産の取得について（情報系ノートパソコン）
議案第５３号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）
議案第５４号　市道の路線廃止について
議案第５５号　市道の路線認定について
議案第５６号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について（伊吹地域東部）
議案第５７号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（伊吹地域北部）
議案第５８号　訴えの提起について

【総産建】

議案第５９号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第３号） 【予算決算】

議案第６１号　財産の取得について（除雪車）
議案第６２号　財産の取得について（除雪車） 【総産建】

発議第　２号　米原市議会会議規則の一部を改正する規則について
発議第　３号　米原市議会委員会条例の一部を改正する条例について
意見書第２号　選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書案
決議第　２号　本市における地域完結型医療体制の速やかな構築を求める決議案
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テ
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向
は
。

答　
令
和
８
年
１
月
に
事

務
所
移
転
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
跡
地
の
活
用
方
針

は
、
ま
だ
決
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
売
却
を
含
め

て
地
元
の
意
見
を
聴
き
つ

つ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
職
員
を
４
人
配
置
す

る
必
要
性
は
。

答　
現
状
を
し
っ
か
り
見

極
め
た
上
で
、
適
切
に
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

問　
名
古
屋
駅
で
本
事
業

を
実
施
す
る
が
、
ど
の
程

度
効
果
が
見
込
め
る
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
事
業

実
施
の
提
案
が
あ
り
、
県

の
補
助
金
を
活
用
し
つ
つ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
的
な
思
い
で

こ
の
取
り
組
み
を
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
事
業
単
独

で
の
効
果
を
求
め
る
も
の

で
は
な
く
、
事
業
を
通
じ

て
本
市
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
人
を
発
掘
し
、
最
終

的
に
移
住
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

問　
事
業
の
委
託
料
は
適

正
な
金
額
か
。

答　
一
般
企
業
も
含
め
て
、

同
様
の
金
額
で
イ
ベ
ン
ト

を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
企
業
も
一
定
の
効

果
を
見
込
ん
で
実
施
さ
れ

て
い
る
た
め
、
適
正
な
金

額
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

問　
事
業
者
に
ど
の
よ
う

に
周
知
・
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
の
か
。

答　
業
界
団
体
（
滋
賀
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
な

ど
）
を
通
じ
て
、
制
度
の

制
定
や
内
容
に
つ
い
て
周

知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
予
定
は
。

答　
今
回
は
米
原
第
４
分

団（
醒
井
班
）を
更
新
し
、

８
年
度
に
山
東
第
１
分
団
、

10
年
度
に
山
東
第
２
分
団

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
順

次
、
20
年
ご
と
に
更
新
す

る
予
定
で
す
。

問　
無
許
可
占
用
者
が
里

道
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
撤
去

を
訴
え
る
案
件
だ
が
、
現

在
の
状
況
は
。

答　
現
地
を
確
認
し
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
撤
去
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
連
携
し
た

「
ま
い
ば
ら
関
係
人
口
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
意
見
が
上

が
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
が
主

導
権
を
握
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
本
市
は
主
体

性
を
持
ち
積
極
的
に
提
案

を
し
て
ほ
し
い
。
３
日
間

で
ど
の
程
度
反
応
・
効
果

が
あ
る
の
か
、
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
つ

い
て
、
移
住
に
興
味
・
関

心
の
な
い
人
は
答
え
て
も

ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
事
業
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
の
こ
と
だ
が
、
単
発
的

で
は
な
く
、
移
住
施
策
の

全
体
像
・
全
体
計
画
を
示

し
た
う
え
で
、
そ
の
中
の

一
つ
の
事
業
で
あ
る
な
ら

ば
一
定
の
理
解
は
で
き
る
。

　
そ
の
他
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
補
正
予
算
を
除
く
議

案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
議

案
第
47
号
か
ら
議
案
第
49

号
ま
で
の
条
例
案
件
、
議

案
第
52
号
か
ら
議
案
第
58

号
お
よ
び
意
見
書
第
２
号

は
総
員
賛
成
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

接
続
環
境
構
築
等
業
務
に

つ
い
て

議
案
第
47
号
米
原
市
ま
ち

な
か
住
ま
い
供
給
促
進
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
53
号
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
）

議
案
第
43
号

　
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田
　
周
一
郎

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田
　
正
雄

　
　
委
　
員
　
山
口
　
久
志
、
鹿
取
　
和
幸
、
矢
野
　
邦
昭

　
　
　
　
　
　
今
中
　
力
松
、
中
川
　
雅
史

近
江
市
民
自
治
セ
ン
タ

ー
の
再
配
置
に
つ
い
て

議
案
第
58
号
訴
え
の
提
起

に
つ
い
て

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」

政
府
が
調
達
・
整
備
・
運
用

管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
環

境
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）
の

こ
と

Ｊ
Ｒ
東
海
と
連
携
し
た

「
ま
い
ば
ら
関
係
人
口
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て

委
員
間
討
議

討
論
・
採
決
結
果
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一
般
会
計

問　
坂
田
小
学
校
の
駐
車

場
整
備
の
遅
れ
に
つ
い
て
、

工
事
業
者
と
の
請
負
契
約

保
証
制
度
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　
今
回
の
場
合
、
工
事

業
者
が
保
険
会
社
の
保
証

証
券
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
履
行
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
こ
れ
が
現
金
納
付
の

場
合
は
没
収
に
な
り
、
保

証
証
券
の
場
合
に
つ
い
て

は
、
工
事
業
者
が
支
払
う

か
、
保
険
会
社
が
代
替
し

て
支
払
う
と
い
う
形
に
な

り
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
７
月
下
旬
に

入
札
を
再
度
行
い
、
業
者

の
決
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
造
成
工
事
に
つ
い
て

は
、
９
月
末
ぐ
ら
い
ま
で

に
現
場
を
完
了
し
、
造
成

工
事
完
了
後
、
舗
装
工
事

を
行
い
全
体
で
は
11
月
中

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問　
国
ス
ポ
の
ホ
ッ
ケ
ー

会
場
周
辺
の
駐
車
場
の
用

地
購
入
に
関
し
て
、
地
目

が
山
林
な
ら
平
米
単
価
が

２
千
円
は
高
い
の
で
は
。

答　
以
前
に
同
集
落
内
で

購
入
し
て
い
る
物
件
に
関

し
、
地
目
・
現
況
と
も
山

林
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
、

不
動
産
鑑
定
を
入
れ
て
評

価
を
出
し
て
い
ま
す
。
今

回
に
つ
い
て
も
同
様
に
考

え
て
こ
の
よ
う
な
単
価
に

設
定
し
ま
し
た
。

問　
脱
炭
素
先
行
地
域
の

事
業
に
お
い
て
梅
ケ
原
地

先
市
有
地
を
無
償
で
貸
し

付
け
る
よ
り
も
、
米
原
市

が
貸
付
料
金
を
徴
収
し
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

土
地
の
賃
貸
を
有
償
と
す

る
分
、
電
気
代
は
上
が
る

が
、
そ
の
分
、
土
地
の
貸

付
料
金
と
い
う
形
で
入
っ

て
く
る
。
長
期
的
に
み
て
、

結
果
ど
ち
ら
の
方
が
得
な

の
か
。

答　
貸
付
料
金
を
徴
収
す

る
形
で
す
と
、
市
が
支
払

う
電
気
代
が
上
昇
し
ま
す
。

試
算
で
は
、
年
間
４
５
１

万
７
１
５
０
円
の
貸
付
料

と
な
り
、
貸
付
料
と
経
費

あ
る
い
は
消
費
税
な
ど
を

考
え
て
い
く
と
、
土
地
の

貸
し
付
け
を
無
償
に
し
た

方
が
市
と
し
て
は
有
利
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
貸
付
期
間
20
年
の
根

拠
は
。

答　
貸
付
期
間
に
つ
い
て

は
、
普
通
財
産
の
貸
し
付

け
と
い
う
こ
と
で
、
市
の

公
有
財
産
規
則
に
基
づ
き
、

最
長
20
年
の
ル
ー
ル
に
の

っ
と
っ
て
20
年
間
の
貸
し

付
け
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
滋
賀
県
障
害
児
協
会

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

施
設
整
備
に
お
い
て
、
財

産
貸
し
付
け
が
息
郷
保
育

園
跡
地
に
選
定
さ
れ
た
根

拠
と
、
こ
の
事
業
に
か
か

る
全
体
の
経
費
負
担
に
つ

い
て
。

答　
選
定
さ
れ
た
根
拠
は
、

息
郷
保
育
園
跡
地
の
方
が
、

整
備
に
係
る
費
用
面
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

総
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
国
庫
補
助
対
象
外
を

含
め
、
全
体
計
画
は
約
１

億
７
５
０
０
万
円
で
施
設

整
備
の
計
画
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
国

庫
補
助
対
象
に
つ
い
て
は
、

約
１
億
５
千
万
円
。
そ
し

て
、
こ
の
１
億
５
千
万
円

の
う
ち
、
国
補
助
の
上
限

が
４
７
６
０
万
円
で
申
請

を
さ
れ
、
県
費
に
つ
い
て

は
、そ
の
半
分
、２
３
８
０

万
円
で
、
合
計
７
１
４
０

万
円
と
い
う
形
で
国
庫
補

助
の
申
請
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
県
の
単
独
補

助
制
度
を
使
い
、
１
５
０

０
万
円
の
予
算
枠
を
取
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
国
県
補
助
の
内

示
が
つ
け
ば
、
湖
北
圏
域

の
整
備
で
す
の
で
、
長
浜

市
と
米
原
市
、
共
同
で
先

ほ
ど
の
県
費
と
同
額
の
２

３
８
０
万
円
を
支
援
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
係
る
負
担
比
率

に
つ
い
て
は
、
人
口
な
ど

の
割
合
に
よ
り
、
長
浜
市

と
米
原
市
で
そ
れ
ぞ
れ
３

対
１
の
割
合
で
考
え
て
お

り
、
長
浜
市
が
約
１
５
０

０
万
円
。
米
原
市
が
約
９

０
０
万
円
の
補
助
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

討
論
は
な
く
総
員
賛
成
で

可
決
す
る
も
の
と
確
認
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
51
号
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
で
、
議
案

第
50
号
に
つ
い
て
は
総
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
請
願
の
審
査
経

過
に
つ
い
て
、
質
疑
終
了

後
、
討
論
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ

れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
請
願
第
１

号
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り

「
不
採
択
」と
決
し
ま
し
た
。

補
　
正
　
予
　
算

財
産
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

討
論
・
採
決
結
果

二
つ
の
財
産
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
本
　
克
巳

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
振
角
　
大
祐

　
　
委
　
員
　
礒
谷
　
晃
、
細
野
　
正
行
、
山
𦚰
　
正
孝

　
　
　
　
　
　
中
川
　
松
雄
、
堀
江
　
一
三
、
鍔
田
　
明
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問

米
原
市
に
お
け
る
農

業
の
実
情
に
つ
い
て
。

答　
本
市
に
お
い
て
、
農

業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方

は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調

査
結
果
で
は
、
平
成
27
年

は
１
７
５
１
戸
、
令
和
２

年
で
は
１
２
７
３
戸
と
な

り
４
７
８
戸
が
減
少
し
ま

し
た
。

　
農
地
面
積
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く
農
林
業
セ
ン
サ
ス

か
ら
、
平
成
27
年
が
１
９

３
６
㌶
、
令
和
２
年
に
は

１
８
８
２
㌶
と
な
り
、
54

㌶
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
面
積

は
、
市
お
よ
び
農
業
委
員

会
で
実
施
す
る
「
荒
廃
農

地
の
発
生
・
解
消
状
況
に

関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
は
29
・
６
㌶
、

５
年
度
は
56
・
２
㌶
と
な

り
、
５
年
間
で
26
・
６
㌶

増
加
し
ま
し
た
。

　
多
面
的
機
能
発
揮
促
進

事
業
の
う
ち
、
世
代
を
つ

な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全

向
上
対
策
に
取
り
組
む
自

治
会
は
、
平
成
30
年
度
が

42
自
治
会
、
５
年
度
は
47

自
治
会
と
な
り
、
５
自
治

会
増
加
し
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払

制
度
に
取
り
組
む
組
織
は
、

平
成
30
年
度
が
12
集
落
、

５
年
度
に
お
い
て
も
同
様

で
し
た
。

　
環
境
保
全
直
接
支
払
制

度
に
取
り
組
む
組
織
は
、

平
成
30
年
度
が
18
組
織
、

５
年
度
は
13
組
織
で
、
５

組
織
減
少
し
ま
し
た
。

　
農
業
推
進
の
た
め
の
予

算
は
、
平
成
30
年
度
は
、

約
３
億
８
千
万
円
、
６
年

度
は
約
４
億
１
千
万
円
と

な
り
、
約
３
千
万
円
増
額

し
て
い
ま
す
。

問　
米
原
市
の
高
齢
者
福

祉
の
施
策
に
つ
い
て
。

答　

新
た
に
策
定
し
た

「
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
で
は
、
高
齢
者
の

状
況
や
課
題
、
前
期
計
画

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
特
に
フ
レ
イ

ル
対
策
の
充
実
、
生
活
支

援
の
充
実
、
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
、
認
知
症

施
策
の
充
実
、
介
護
福
祉

人
材
の
確
保
・
定
着
・
育

成
の
５
項
目
を
重
点
事
業

に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
や
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
介

護
予
防
の
充
実
、
移
動
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
判
断
能
力
が
低
下

し
た
高
齢
者
の
権
利
擁
護

や
、
身
近
に
頼
れ
る
人
が

い
な
い
状
況
に
あ
る
高
齢

者
の
意
思
決
定
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
米
原
市
の
在
留
外
国

人
数
と
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答　
本
市
の
外
国
籍
市
民

の
方
の
状
況
は
、
令
和
６

年
５
月
31
日
現
在
、
６
８

４
人
で
、
本
市
の
人
口
に

占
め
る
割
合
は
、
１
・
８

％
で
す
。

　
ま
た
、
各
種
施
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
一
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
年
齢
、
性
別
、

国
籍
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
、
人
々
の
様
々
な
個
性

や
違
い
を
超
え
て
、
多
様

な
主
体
が
共
生
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
事
業
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
平
成
23
年
に
、
米

原
市
多
文
化
共
生
協
会
が

設
立
さ
れ
て
以
降
は
、
協

会
と
市
が
連
携
し
て
、
日

本
語
教
育
と
し
て
、
日
本

語
教
室
の
開
催
や
、
通
訳

業
務
、
翻
訳
業
務
を
始
め
、

外
国
籍
市
民
の
方
を
対
象

と
し
た
相
談
業
務
や
国
際

文
化
交
流
事
業
の
開
催
な

ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開

し
、
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

○農業の実情と課題および施策について
○高齢者福祉の課題とその施策について
○日本語教育に関する施策について

鹿取　和幸　議員

農
業
の
実
情
と
課
題

お
よ
び
施
策
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の
課
題
と

そ
の
施
策
に
つ
い
て

日
本
語
教
育
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
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問

イ
ヌ
ワ
シ
が
伊
吹
山

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
近
く
に

巣
を
作
り
、
子
育
て
し
て

い
る
と
誰
が
報
道
発
表
し

た
の
か
を
問
う
。

答　
伊
吹
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
終
点
近
く
に
営
巣
し

て
い
る
こ
と
は
、
米
原
市

が
報
道
発
表
し
ま
し
た
。

問　
保
護
と
は
逆
効
果
と

な
り
そ
う
な
報
道
発
表
を

行
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問

う
。

答　
指
摘
の
と
お
り
、
イ

ヌ
ワ
シ
が
営
巣
し
て
い
る

こ
と
を
広
く
知
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
懸

念
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
か

ら
、
他
の
場
所
で
も
イ
ヌ

ワ
シ
の
巣
に
カ
メ
ラ
マ
ン

な
ど
が
近
づ
き
過
ぎ
た
例

も
あ
り
ま
し
た
。
伊
吹
山

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
開
通

す
る
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な

ど
に
よ
り
即
座
に
営
巣
し

て
い
る
こ
と
が
知
れ
渡
り
、

現
地
は
混
乱
を
極
め
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
悪
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
保
護

で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
伊
吹
山
ド

ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
開
通
前
に

容
易
に
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
防
護
柵
を
設
置
す
る
な

ど
の
安
全
対
策
を
行
い
、

イ
ヌ
ワ
シ
の
保
護
を
呼
び

掛
け
る
た
め
報
道
発
表
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問　
私
は
、
過
去
の
一
般

質
問
に
お
い
て
、
ハ
ッ
ピ

ー
マ
ン
デ
ー
の
関
係
か
ら

月
曜
日
が
祝
祭
日
と
重
な

り
、
可
燃
ご
み
収
集
が
さ

れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
週

２
回
完
全
収
集
を
実
施
す

べ
き
と
た
だ
し
た
。

　
し
か
し
、
米
原
市
長
に

お
願
い
す
る
よ
り
も
、
湖

北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ

ー
へ
支
払
っ
て
い
る
負
担

金
が
圧
倒
的
に
多
い
長
浜

市
長
を
は
じ
め
、
セ
ン
タ

ー
の
新
管
理
者
へ
お
願
い

す
る
こ
と
が
効
果
的
と
思

い
直
談
判
し
た
。

　
そ
の
成
果
が
あ
っ
て
か
、

本
年
４
月
か
ら
年
末
年
始

を
除
き
週
２
回
の
完
全
収

集
が
実
現
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、
指
定
ご
み
袋

が
彦
根
市
と
比
べ
、
極
端

に
高
い
こ
と
か
ら
、
物
価

高
の
今
日
、
何
と
か
な
ら

な
い
か
と
、
何
点
か
た
だ

し
た
。

　
ま
ず
は
、
小
売
店
舗
へ

の
販
売
手
数
料
に
つ
い
て

問
う
。

答　
指
定
ご
み
袋
は
、
１

袋
に
10
枚
入
っ
て
お
り
、

販
売
手
数
料
は
、
ど
の
容

量
種
類
で
も
、
１
袋
当
た

り
30
円
で
す
。

問　
指
定
ご
み
袋
の
単
価

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
て
い
る
の
か
を

問
う
。

答　
指
定
ご
み
袋
の
単
価

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

10
月
か
ら
ご
み
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

ま
た
負
担
の
公
平
化
を
図

る
た
め
単
純
従
量
制
を
採

用
し
、
有
料
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
指
定
ご
み
袋
の
価
格
設

定
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
に
ご
み
袋
指
定
制
度
検

討
委
員
会
に
お
い
て
検
討

さ
れ
、
指
定
ご
み
袋
の
製

造
コ
ス
ト
と
、
指
定
ご
み

大
袋
の
容
量
45
㍑
を
処
理

す
る
た
め
の
処
理
原
価
を

基
に
、
１
㍑
当
た
り
１
円

が
適
当
で
あ
る
と
し
て
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

価
格
設
定
の
考
え
方
と
し

て
は
、
指
定
ご
み
袋
製

造
コ
ス
ト
に
加
え
て
、
ご

み
処
理
費
用
か
ら
も
購
入

者
に
３
分
の
１
程
度
の
負

担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
結
果
的
に
、

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
処
理

負
担
の
公
平
化
や
、
ご
み

排
出
量
を
抑
え
る
た
め
各

家
庭
の
ご
み
の
排
出
量
に

応
じ
た
費
用
負
担
を
ご
み

袋
料
金
と
し
て
徴
収
し
て

て
い
ま
す
。

○イヌワシの保護について
○指定ごみ袋の高価格について

礒谷　晃　議員

イ
ヌ
ワ
シ
の
巣
を

報
道
発
表
し
た
の
は
誰

わ
ざ
わ
ざ
報
道
発
表

　
し
た
理
由
に
つ
い
て

ご
み
袋
の
料
金
が
高
い

小
売
店
へ
の
手
数
料
は

単
価
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
し
て
決
ま
る
の

指定ごみ袋（１０枚入り）料金　彦根市との比較
彦根市と比べて、どのごみ袋料金も高くなっている

（税込み）
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問

視
覚
障
が
い
者
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
に
特
化
し
た
支
援
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
。

答　
本
市
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
る
こ
と
で
、
書

類
の
内
容
を
音
声
で
聞
け

る
取
り
組
み
を
３
月
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
も

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

事
者
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
で
あ
っ
て
も
理
解
し

や
す
い
形
で
、
視
覚
障
が

い
者
に
対
す
る
支
援
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
１
９
７
８
年
に
整
備

決
定
さ
れ
た
市
道
碇
高
溝

顔
戸
線
は
、
総
延
長
１
１

８
０
m   
の
内
、
40
m   
の
国

道
高
溝
交
差
部
分
が
未
着

工
だ
。
こ
の
道
路
が
未
整

備
の
た
め
、
国
道
８
号
バ

イ
パ
ス
の
東
側
に
住
む
人

た
ち
は
、
買
い
物
、
医
院
、

銀
行
、
学
校
な
ど
に
行
く

に
は
、
バ
イ
パ
ス
を
越
え

て
西
側
市
街
地
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

信
号
の
な
い
見
通
し
の
悪

い
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
危
険
だ
。
こ

の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、

早
期
着
工
が
望
ま
れ
る
が
、

事
業
費
の
総
額
と
着
工
・

完
了
予
定
は
い
つ
か
問
う
。

答　
地
元
住
民
の
不
安
が

取
り
除
け
る
よ
う
な
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
進
め
た
上
で
、
着
工

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
測
量
設
計
費
と
工

事
費
で
１
億
円
程
度
と
見

込
ん
で
お
り
、
国
道
事
務

所
や
公
安
委
員
会
と
の
協

議
に
時
間
を
要
す
る
と
予

想
さ
れ
、
測
量
の
実
施
か

ら
完
了
ま
で
に
５
年
程
度

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
こ
の
道
路
は
、
合
併

し
た
当
時
の
近
江
町
長
か

ら
直
接
話
を
聞
い
て
い
ま

す
。
私
と
し
て
は
、
自
治

会
と
の
調
整
に
も
多
く
の

時
間
が
経
過
し
て
い
る
と

も
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

議
員
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
安
全
な
道
路
を
作

る
動
き
を
も
っ
と
積
極
的

に
や
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

安
全
で
、
そ
し
て
親
し
ま

れ
る
と
ま
で
は
い
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み

ん
な
で
作
っ
た
道
路
と
の

担
保
が
得
ら
れ
た
ら
、
行

政
と
し
て
も
、
も
う
一
歩

前
へ
出
ら
れ
る
と
い
う
感

想
を
持
っ
て
い
ま
す
。
部

長
が
答
弁
し
た
こ
と
を
基

本
に
し
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
着
工
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　
２
学
期
の
８
月
末
始

業
の
決
定
理
由
は
。

答　
今
年
度
の
２
学
期
の

始
業
日
は
、
８
月
28
日
と

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
８
月

29
日
か
ら
開
始
し

て
い
た
給
食
を
、

９
月
開
始
へ
と
遅

ら
せ
ま
す
。
始
業

式
を
含
む
３
日
間

を
午
前
中
の
授
業

に
す
る
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
の
体

を
登
下
校
や
学
校

生
活
に
徐
々
に
慣

ら
し
て
い
く
狙
い

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
の

観
点
か
ら
、
こ
の

３
日
間
の
午
後
を

学
期
初
め
の
教
職
員
の
事

務
処
理
時
間
と
し
て
確
保

す
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て

い
ま
す
。

○視覚障がい者用支援ハンドブックの作成
○市道碇高溝顔戸線の未整備区間の着工
○小中学校の２学期８月末開始の決定理由

山𦚰　正孝　議員

支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
を

碇
高
溝
顔
戸
線
の
全
線

着
工
を

２
学
期
の
８
月
末
始
業

の
理
由
は

碇高溝顔戸線の未着工地点
（国道高溝交差点向かって奥側）
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問

防
犯
灯
は
、
公
共
エ

リ
ア
に
設
置
さ
れ
る
照
明

器
具
で
、
夜
間
の
視
界
を

確
保
し
、
犯
罪
を
抑
止
す

る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い

る
。
安
全
確
保
の
た
め
の

設
備
だ
が
、
予
算
を
超
過

し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
緊

急
性
が
あ
っ
て
も
防
犯
灯

は
設
置
で
き
な
い
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
予
算
の

範
囲
内
で
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
緊
急
性

が
高
い
場
合
は
補
正
予
算

な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

問　
自
分
が
住
ん
で
い
る

自
治
会
以
外
で
、
夜
間
通

行
す
る
と
き
に
、
暗
く
て

危
険
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
、

防
犯
灯
の
設
置
要
望
を
ど

こ
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答　
要
望
先
は
、
防
災
危

機
管
理
課
へ
お
願
い
し
ま

す
。
個
人
か
ら
の
要
望
も

受
け
付
け
て
お
り
、
自
治

会
か
ら
の
要
望
と
同
様
に

必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

問　
他
の
市
町
村
で
は
、

設
置
基
準
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、

設
置
基
準
な
ど
を
示
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
設
置
基
準
は
現
時
点

で
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
国
の
道
路
構
造
令
な
ど

で
は
、
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
や
道
路
の
屈
曲
部
な

ど
で
、
他
の
車
両
な
ど
の

確
認
が
必
要
な
場
所
に
は
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
現
地
の
確
認
を

行
い
な
が
ら
設
置
の
判
断

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

市
民
に
も
分
か
り
や
す
い
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
基

準
を
掲
載
で
き
な
い
か
。

答　
他
市
町
の
事
例
な
ど

も
参
考
に
、
設
置
基
準
の

策
定
と
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
も
検
討
し

ま
す
。

問　
山
室
湿
原
は
希
少
種

の
サ
ク
ラ
バ
ハ
ン
ノ
キ
や

カ
キ
ラ
ン
が
群
生
し
、
日

本
一
小
さ
な
ハ
ッ
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
を
は
じ
め
、
希
少

な
生
物
が
数
多
く
生
息
し

て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
第
五
湿
原
に

群
生
し
て
い
る
カ
キ
ラ
ン

の
花
が
鹿
に
食
い
荒
ら
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
対

策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　
昨
年
８
月
、
鹿
に
よ

る
植
物
被
害
が
発
生
し
て

い
る
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
市
の
職
員
が
現
地
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　
湿
原
の
周
囲
に
は
、
高

さ
１
m
の
柵
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
鹿
が
こ
の

柵
を
乗
り
越
え
た
た
め
、

昨
年
度
は
、
一
部
の
エ
リ

ア
で
、「
湿
原
を
考
え
る

会
」
が
、
既
存
柵
に
高
さ

１
m
の
ネ
ッ
ト
を
増
設
す

る
な
ど
し
て
、
応
急
的
に

鹿
の
対
策
を
取
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
鹿
の
食
害
が
発
生
し

て
い
る
中
、
所
管
の
生
涯

学
習
課
の
範
疇
を
超
え
て

い
る
と
感
じ
る
。
自
然
保

護
業
務
と
し
て
、
ま
ち
保

全
課
も
対
応
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
防
護
柵
を
部
分
的

で
は
な
く
、
全
周
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る

が
市
の
考
え
は
。

答　
鹿
の
防
護
対
策
に
は
、

高
さ
２
m
以
上
の
防
護
柵

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
地
を
確
認
し
、

生
涯
学
習
課
と
連
携
し
て

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○防犯灯設置について
○カーブミラー設置について
○山室湿原について

細野　正行　議員

防
犯
灯
の
要
望
は

　
　
個
人
で
も

　
　
　
　
　
で
き
る
の
か

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
基

準
を
設
け
て
い
る
の
か

山
室
湿
原
の
貴
重
植
物
の

保
護
を

山室湿原のカキラン花弁を食べられたカキラン
写真提供：湿原を考える会
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問

平
成
30
年
３
月
に
、

「
障
が
い
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
等

し
く
か
け
が
え
の
な
い
個

人
と
し
て
認
め
あ
い
、
尊

重
さ
れ
、
分
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
支
え
合
い
、

と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を

目
的
に
第
３
期
米
原
市
障

が
い
者
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。

　
令
和
３
年
12
月
議
会
で
、

「
親
亡
き
後
も
、
重
度
の

障
が
い
を
持
つ
子
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
実
現
し
て
ほ
し

い
」
と
の
市
民
の
願
い
を

伝
え
た
だ
し
た
が
、
当
時

の
答
弁
は
「
切
実
な
問
題

と
受
け
止
め
て
い
る
が
、

介
護
職
員
や
看
護
師
な
ど

の
人
材
確
保
が
困
難
な
た

め
、
実
現
ま
で
に
は
時
間

を
要
す
る
」
と
い
う
回
答

で
あ
っ
た
。

　
５
年
度
で
、
第
３
期
障

が
い
者
計
画
が
目
標
年
度

の
終
了
を
迎
え
た
。
重
度

の
障
が
い
者
が
利
用
で
き

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
の
見
通
し
は
。

答　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
身
体
障
が
い
と
知
的
障

が
い
を
併
せ
持
つ
重
症
心

身
障
が
い
の
人
と
、
重
度

の
知
的
障
が
い
の
た
め
に

行
動
障
が
い
の
あ
る
人
と

で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
形
式
は
異
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
お
い
て
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
、

重
症
心
身
障
が
い
の
人
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画

が
進
ん
で
い
ま
す
。

問　
生
活
介
護
事
業
所
や

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
な
ど

の
市
内
事
業
所
の
状
況
は
。

答　
第
３
期
障
が
い
者
計

画
の
策
定
以
降
、
市
内
で

事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
1
か

所
ず
つ
新
た
に
開
所
さ
れ
、

生
活
介
護
事
業
所
は
4
か

所
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
は
５
か
所
に
増
え
、

定
員
数
は
改
善
さ
れ
ま
し

た
。

　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
も
、
新
規
事
業
者
が

市
内
で
1
か
所
開
所
し
、

現
在
３
か
所
と
な
り
、
市

外
で
も
数
か
所
開
所
さ
れ

る
な
ど
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
特
別
支
援
学

校
卒
業
生
に
加
え
て
、
病

気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
者
と
な
っ
た
、
い
わ

ゆ
る
中
途
障
が
い
者
の
需

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
定

員
数
に
余
裕
が
あ
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

問　
福
祉
の
人
材
確
保
の

た
め
の
支
援
制
度
は
。

答　
４
年
度
か
ら
奨
学
金

給
付
審
査
会
で
福
祉
・
保

育
・
医
療
な
ど
の
専
門
分

野
を
目
指
す
人
を
重
点
職

種
と
し
て
位
置
づ
け
審
査

し
、
４
年
度
は
２
人
、
６

年
度
は
４
人
に
、
奨
学
金

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　
障
が
い
児
の
保
護
者

か
ら
、
自
宅
を
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
で
き
な
い
か
と

の
相
談
を
受
け
た
。
運
営

の
基
準
に
つ
い
て
問
う
。

答　
運
営
す
る
た
め
に
は
、

県
が
定
め
る
設
備
基
準
と

人
員
配
置
基
準
を
満
た
し
、

県
か
ら
指
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
人
員
数
、

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の

配
置
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
設
備
に
関
し
て
は
、
建

物
の
立
地
、
定
員
、
食
堂

な
ど
の
必
要
な
部
屋
、
居

室
の
1
部
屋
当
た
り
の
広

さ
、
耐
震
基
準
な
ど
も
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
整
備
は
、
今
後
も

推
進
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
整
備
事
業
は
県
の

認
証
事
業
で
あ
る
た
め
、

相
談
が
あ
れ
ば
、
で
き
る

限
り
情
報
を
提
供
し
、
県

担
当
課
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、

整
備
に
向
け
た
支
援
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

○第３期米原市障がい者計画の振り返りと
　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の展望

今中　力松　議員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
整
備
の
進
捗

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
な
ど

の
市
内
事
業
所
の
状
況

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

　
　
　
ホ
ー
ム
の
基
準

福
祉
の
人
材
確
保
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○非認知能力の育成

問

非
認
知
能
力
の
育
成

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　
非
認
知
能
力
に
は
、

自
分
自
身
の
内
に
あ
る
力

と
他
者
と
の
関
わ
り
の
中

で
発
揮
さ
れ
る
力
が
あ
り

ま
す
。

　
自
分
自
身
の
内
で
育
つ

力
に
は
、
目
標
に
向
か
っ

て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
よ

う
と
す
る
強
い
精
神
力
や
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認

め
る
自
己
肯
定
感
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
他
者
と
の
関
わ
り
の
中

で
育
つ
力
に
は
、
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
思

い
や
り
や
、
い
じ
め
を
許

さ
な
い
正
義
感
、
自
分
を

他
者
の
た
め
に
生
か
そ
う

と
す
る
自
己
有
用
感
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
本
市
は
自

己
肯
定
感
と
自
己
有
用
感

に
着
目
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
能
力
を
高
め
る
こ

と
が
、
激
し
く
変
化
す
る

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
市
が
掲
げ
る
教
育
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
「
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
つ
か
む
自
分
の

未
来
」
を
実
現
す
る
た
め

の
根
源
的
な
能
力
と
な
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　
幼
児
期
に
お
け
る
非

認
知
能
力
の
育
成
は
。

答　
就
学
前
保
育
・
教
育

で
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間

形
成
の
基
礎
的
な
力
を
育

む
た
め
に
、「
大
人
と
の

温
か
い
関
わ
り
の
も
と
で

の
環
境
を
通
し
た
遊
び
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
の
も
と
、
日
々

の
保
育
の
中
で
、
や
り
抜

こ
う
と
す
る
力
、
気
持
ち

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
自
分

を
認
め
る
力
、
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

力
を
育
み
、
自
己
肯
定
感

や
自
己
有
用
感
の
基
礎
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

問　
小
中
学
生
期
に
お
け

る
非
認
知
能
力
の
育
成
は
。

答　
各
学
校
で
作
成
し
た

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、

様
々
な
教
育
活
動
の
中
で
、

意
図
的
に
自
己
肯
定
感
と

自
己
有
用
感
を
高
め
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の「
良
さ
」、

「
成
長
」、「
可
能
性
」を
実

感
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

自
分
に
気
づ
き
将
来
を
目

指
そ
う
と
す
る
夢
を
抱
い

て
く
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
発
達
段

階
に
応
じ
た
社
会
貢
献
活

動
を
経
験
し
、
自
分
も
他

者
の
た
め
に
な
る
と
い
う

自
己
有
用
感
を
持
ち
、
自

分
を
社
会
に
生
か
そ
う
と

す
る
志
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
夢
や
志
を
実

現
す
る
た
め
に
、
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、

今
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に

学
ぶ
か
を
考
え
る
教
育
、

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
を
実
感
で
き
る
教
育

を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
非
認
知
能
力
の
向
上

に
向
け
た
今
後
の
課
題
は
。

答　
本
市
の
教
育
委
員
会

が
目
指
し
て
い
る
シ
ビ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

根
ざ
し
た
活
動
や
、
体
験

活
動
の
充
実
が
課
題
で

す
。
ふ
る
さ
と
米
原
を
愛

し
、
誇
り
を
も
ち
、
夢
と

志
を
抱
い
て
行
動
す
る
人

を
、
幼
少
期
か
ら
育
て

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
幼
児
教
育
、
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
自
己
肯
定
感
と
自
己

有
用
感
を
高
め
る
こ
と
が
、

市
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

中川　雅史　議員

非
認
知
能
力
の

　
　
重
要
性
に
つ
い
て

○非認知能力

　学力テストや検定試験など数値で測ることが難しい「心の力」や人間性を指す言葉。

　 数値では推し量れない能力、協調性、忍耐力、自己制御、共感力、問題解決能力など、

これらの能力は日常生活や学校生活、仕事や人間関係に大きく影響すると言われている。
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問

先
行
地
域
が
柏
原
地

先
か
ら
小
泉
地
先
へ
と
変

更
に
な
っ
た
が
、
市
内
の

耕
作
放
棄
地
で
、
な
ぜ
小

泉
地
先
を
選
定
し
た
の
か
。

答　
４
９
５
世
帯
分
の
電

力
を
確
保
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
電
力
を
確
保
で
き
る

営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
と
、
耕

作
放
棄
地
で
営
農
者
を
確

保
す
る
と
い
う
条
件
が
満

た
さ
れ
た
地
域
が
小
泉
地

先
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

問　
小
泉
地
先
に
お
け
る

地
権
者
の
同
意
状
況
は
。

答　
地
権
者
15
人
に
交
渉

し
、
13
人
は
お
お
む
ね
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
の

２
人
に
は
、
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
交
渉
を
続
け
て

い
ま
す
。

問　
柏
原
地
先
で
行
う
予

定
で
あ
っ
た
貨
客
混
載
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
構
想
は
小

泉
地
先
で
も
可
能
か
。

答　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て

は
、
営
農
計
画
と
併
せ
て
、

生
産
し
た
農
作
物
の
出
荷

方
法
な
ど
を
関
係
課
な
ど

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
既
に
営
農
者
が
こ
の

農
地
で
棚
田
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
の
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
泉
地
先
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
地
権
者
の
期
待
す
る

賃
借
料
が
、
営
農
者
に
と

っ
て
高
額
で
な
い
か
。
ま

た
耕
作
放
棄
地
を
耕
作
土

に
戻
す
た
め
の
費
用
な
ど
、

小
泉
地
先
の
課
題
に
対
す

る
対
策
は
ど
う
か
。

答　
地
権
者
へ
支
払
う
賃

借
料
に
つ
い
て
は
、
評
価

額
を
上
限
と
す
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

耕
作
土
に
つ
い
て
は
、
草

を
刈
り
耕
せ
ば
耕
作
は
可

能
と
、
営
農
者
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
要
す

る
費
用
は
、
耕
す
た
め
の

人
件
費
が
必
要
で
す
。

問　
小
泉
地
先
で
営
農
型

太
陽
光
発
電
を
行
う
場
合

の
課
題
は
。

答　
農
地
に
接
す
る
市
道

の
幅
員
が
狭
く
、
大
型
の

農
機
具
が
搬
入
で
き
な
い

こ
と
や
、
獣
害
対
策
が
課

題
で
す
。

問　
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
含
め
、
思
い
描
い

て
い
る
構
想
が
現
実
的
に

可
能
か
。

答　
６
月
中
に
は
、
事
業

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

地
元
住
民
や
営
農
者
で
構

成
す
る
小
泉
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
具
体
的
な
議
論
を
進

め
ま
す
。

問　
今
年
４
月
か
ら
運
行

業
務
を
民
間
業
者
に
委
託

さ
れ
た
が
、
直
営
運
行
と

の
違
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
直
営
で
運
行
し
て
い

た
時
は
、
運
転
手
は
５
人

体
制
で
あ
っ
た
た
め
、
緊

急
時
の
手
配
に
苦
慮
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
16
人

体
制
で
シ
フ
ト
を
組
み
、

円
滑
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
は
も
と

よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
乗

降
時
の
安
全
確
保
な
ど
バ

ス
運
行
事
業
者
と
し
て
社

員
教
育
を
徹
底
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　
通
学
に
関
す
る
基
本

方
針
を
改
め
て
検
討
さ
れ

た
か
。

答　
基
本
的
な
考
え
方
は
、

現
時
点
で
変
更
す
る
必
要

は
な
い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
要
望
な
ど
個

別
具
体
の
事
案
は
、
地
域

の
事
情
を
踏
ま
え
て
適
時

検
討
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
時
期
だ

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
運
行
ル
ー
ト
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
安
心
安
全
な
ル
ー
ト
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

○脱炭素先行地域づくり事業について
○スクールバスの運行状況について

山口　久志　議員

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

状
況
に
つ
い
て

○ MaaS（マース：Mobility as a Service）
　 地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複

数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、検索・予
約・決済などを一括で行うサービス

○グリーンツーリズム
　農山漁村地域において自然・文化・人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動

引用：国土交通省・農林水産省
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問

県
の
事
業
意
向
調
査

は
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
。

答　
昨
年
11
月
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

は
、
市
内
の
４
校
が
「
活

用
予
定
ま
た
は
活
用
を
検

討
す
る
」と
回
答
し
、３
校

が「
予
定
は
な
い
」と
回
答

し
、
そ
の
他
は
未
回
答
で

し
た
。

問　
万
博
は
費
用
の
増
大
、

海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
の
撤
退
、

敷
地
内
で
の
ガ
ス
爆
発
な

ど
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
参
加
の
意
味
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
世
界
各
国
の
様

々
な
展
示
や
催
し
に
触
れ

る
こ
と
で
、
興
味
や
得
意

分
野
を
自
覚
し
、
自
身
が

進
む
道
を
思
い
描
い
た
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
学
校
行
事
と
し
て
の

参
加
可
否
の
最
終
判
断
は

い
つ
、
誰
が
す
る
の
か
。

答　
各
学
校
の
判
断
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

活
用
希
望
調
査
の
回
答
締

切
が
９
月
６
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
終
判
断
は
こ

の
日
で
す
。

問　
学
校
行
事
と
し
て
参

加
し
た
場
合
の
費
用
負
担

は
ど
う
か
。

答　
学
校
行
事
と
し
て
万

博
に
参
加
す
る
場
合
は
、

校
外
活
動
と
し
て
、
児

童
・
生
徒
１
人
当
た
り
５

０
０
円
の
補
助
、
修
学
旅

行
な
ら
、
１
人
当
た
り
小

学
校
で
２
０
０
０
円
、
中

学
校
で
３
５
０
０
円
の
補

助
を
市
か
ら
出
す
予
定
で

す
。
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
、
就
学
援
助
規
則
に

よ
り
、
学
校
行
事
の
必
要

経
費
を
給
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　
学
校
行
事
と
し
て
取

り
組
ま
な
い
年
齢
児
や
児

童
・
生
徒
の
チ
ケ
ッ
ト
の

取
り
扱
い
は
。

答　
県
万
博

推
進
室
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
申
し
込

む
こ
と
で
、

チ
ケ
ッ
ト
の

入
手
が
可
能

で
す
。

問　
自
治
会
間
の
話
し
合

い
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
昨
年
12
月
に
説
明
会

を
開
催
し
、
今
年
度
、
新

自
治
会
長
に
も
改
め
て
説

明
を
し
ま
し
た
。
自
治
会

間
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
自
治
会
か
ら

協
議
を
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

問　
機
材
の
再
配
置
な
ど

が
決
定
し
た
班
は
あ
る
の

か
。

答　
小
型
ポ
ン
プ
な
ど
の

払
い
下
げ
希
望
は
９
月
中

で
、
現
在
６
自
治
会
が
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防

車
庫
の
場
所
の
選
定
は
12

月
中
の
報
告
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

問　
今
ま
で
消
防
班
が
な

か
っ
た
自
治
会
に
つ
い
て

本
当
に
充
足
す
る
の
か
。

答　
消
防
班
が
な
い
自
治

会
へ
は
、
消
防
団
の
活
動

な
ど
が
分
か
る
資
料
を
提

供
し
、
希
望
さ
れ
た
自
治

会
に
は
個
別
に
説
明
を
行

っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員

が
い
る
こ
と
で
、
そ
の
地

域
の
防
災
力
が
向
上
す
る

た
め
、
団
員
確
保
に
向
け

て
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明

に
努
め
ま
す
。

問　
自
主
防
災
組
織
と
消

防
団
活
動
の
連
携
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　
非
常
に
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
再
編

が
合
併
班
の
自
治
会
間
の

連
携
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
新
興
団
地
で
の
人
選

が
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

最
初
が
肝
心
で
あ
る
。
計

画
の
実
施
時
期
を
伸
ば
せ

な
い
か
。

答　
多
く
の
自
治
会
が
定

数
通
り
人
員
を
協
力
い
た

だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
令
和
７

年
４
月
の
実
施
時
期
の
延

長
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

○県が計画する、子どもたちを大阪・関西万博に
　招待する事業に対する市の対応について問う
○消防団組織再編計画の進捗と問題点について
　市の考え方を問う

藤田　正雄　議員

県
の
児
童
・
生
徒
の

万
博
招
待
事
業
を
問
う

消
防
団
再
編
計
画
の

進
捗
を
問
う

３月28日に発生したガス爆発の様子
（出典：https://www.expo2025.or.jp/

news/news-20240522-04/）
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問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
と
は
。

答　
未
就
園
児
の
子
育
て

家
庭
が
、
保
護
者
の
就
労

要
件
を
問
わ
ず
、
月
一
定

時
間
（
今
年
度
の
事
業
で

は
10
時
間
）
ま
で
保
育
所

な
ど
を
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。

　
保
育
士
が
保
護
者
に
子

育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
り
、
親
子
で
園
の
様

子
を
見
学
し
、
子
ど
も
の

成
長
や
発
達
を
実
感
し
て

も
ら
う
な
ど
、
子
ど
も
の

育
ち
を
応
援
し
、
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
も
の
で
す
。

問　
国
の
補
助
事
業
と
し

て
実
施
す
る
に
は
、
子
ど

も
１
人
当
た
り
月
10
時
間

の
上
限
は
必
須
だ
っ
た
の

か
。

答　
月
10
時
間
の
上
限
は

必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
昨
年
度
の
事
業
か
ら

子
ど
も
の
預
か
り
可
能
時

間
が
、
月
10
時
間
に
減
っ

て
い
る
。
月
10
時
間
で
は

子
ど
も
が
慣
れ
ず
、
負
担

に
な
る
と
専
門
家
か
ら
懸

念
が
出
て
い
る
。
今
年
度

中
に
増
や
す
予
定
は
な
い

の
か
。

答　
今
年
度
は
、
利
用
時

間
を
増
や
す
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
保
護
者
や
現

場
の
保
育
者
の
意
見
も
伺

い
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も

よ
り
良
い
方
法
を
検
証
し

ま
す
。

問　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

利
用
す
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
補
助
を

行
う
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利

用
児
童
生
徒
支
援
補
助
事

業
の
利
用
実
績
と
、
利
用

児
童
・
生
徒
が
通
っ
て
い

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設

置
市
町
に
つ
い
て
、
過
去

３
年
分
の
実
績
は
。

答　
左
の
表
に
示
し
ま
す
。

問　
米
原
市
は
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
補
助
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
利
用
者
の
負
担

軽
減
に
は
な
る
が
、
運
営

団
体
の
運
営
が
厳
し
い
状

況
に
は
変
わ
り
な
い
。
市

内
の
団
体
へ
運
営
補
助
を

行
う
よ
う
制
度
を
作
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
不
登
校
と
な
っ
て
い

る
児
童
・
生
徒
に
は
校
内

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

居
場
所
の
提
供
や
、
保
護

者
に
対
し
て
は
経
済
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
で
は
、
民

間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

運
営
に
対
す
る
補
助
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
現
在
、
米
原
市
で
は

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
住
民
票

に
、
事
実
婚
を
示
す
表
記

が
、な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

答　
「
同
性
カ
ッ
プ
ル
の

続
柄
を
ど
う
表
記
す
る

か
」
に
つ
い
て
は
定
め
が

な
く
、
多
く
の
自
治
体
で

は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
住

民
票
を
同
一
世
帯
と
し
た

い
場
合
、
続
柄
は
「
同
居

人
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
申
し
出

が
あ
れ
ば「
同
居
人
」ま
た

は「
縁
故
者
」と
表
記
し
ま

す
。

問　
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
住

民
票
に
、
事
実
婚
を
示
す

表
記
を
可
能
に
し
、
当
事

者
た
ち
の
権
利
を
守
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
長
崎
県
大
村
市
で
事

実
婚
の
取
り
扱
い
を
同
性

カ
ッ
プ
ル
に
準
用
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
な

位
置
づ
け
の
議
論
が
進
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
導
入
し
て
い
る
本
市
と

し
て
も
、
総
務
省
の
見
解

な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

○米原市こども誰でも通園制度の試行的事業
○子どもの「居場所」などを支える仕組み
○同性カップルの住民票の表記

振角　大祐　議員

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
試
行
的
事
業

子
ど
も
の
「
居
場
所
」
な

ど
を
支
え
る
仕
組
み

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
住
民
票

の
表
記

年度 利用実績 設置市町
３年度 ― 彦根市、長浜市
４年度 ４人

合計 20 万２千円
大阪市、彦根市
長浜市、米原市

５年度 ４人
合計 19 万２千円

大津市、彦根市
長浜市、米原市
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　５月２４日に岐阜県羽島市で、部活動の地域移行について視察を行いました。羽島市では、
総合型地域スポーツクラブが、休日における地域部活動の指導を担っており、全国的にも非常
に先進的な取り組みを行っています。
　本視察では、保護者からの要望で地域移行に至った経緯や、運営
に当たってハンドブックを作成し、課題解決をしっかり果たしてい
ること、またスポンサーの確保により、生徒たちの必要物品を購入し
ているなど財政面もカバーした運営をされていることなどを伺いま
した。その活動内容からこの事業に対しての生徒の満足度は90％に
もなっています。
　本市においても、今年度から部活動地域移行検討委員会が開催され、本格的に部活動の地域
移行が進んでいきます。議会としても生徒にとって柔軟な選択肢が取れるようサポートしてい
きます。

議会BCP（業務継続計画）策定に向けて
　災害時でも迅速に動ける住民代表機関としての在り方を考える

米原駅東口周辺まちづくり事業
　ついに米原駅東口用地の優先交渉権者が決定される

民生教育常任委員会　行政視察研修
　地域の力を借りて中学生・教員の部活動環境改善を図る

米
原
市
議
会
議
員
研
修
会

米
原
駅
東
口

駅
前
開
発
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
　
行
政
視
察
研
修

先
進
地
の
事
例
を
市
政
に
活
か
す

　５月１６日に行政法学の専門家である龍谷大学法学部教授の本多
滝夫　氏をお招きし、「地方議会のＢＣＰとオンライン議会の可能性」
をテーマとした本市議会の独自研修を実施しました。
　本研修会では、議会においてもBCPを策定して平時から備えるこ
とで、災害時などの状況でも議会運営を継続し、議会としての機能
を迅速に果たせる運用・計画などについて講演いただきました。
　併せて、昨今のDXを受け、委員会のオンライン化についても触れられ、議員が自宅などの
遠隔地からでも委員会に出席できる手法・留意事項などについても説明いただきました。
　この研修を受け、本市議会においてもBCPの策定やオンライン委員会の導入について、議員
間で議論を深めていきます。

　６月６日に米原駅東口駅前開発特別委員会が開催され議
会に対して、用地優先交渉権者決定の説明がありました。
　企業５社と事業に関する基本協定を締結し、各社が滋賀
県東北部の玄関口としての魅力を最大化する５つの特徴的
なゾーンを作り出されます。議会は事業の進捗を見守りな
がら、米原駅東口におけるまちづくりを注視していきます。

羽島市役所にて視察の様子

研修の様子

米原駅東口用地開発後の完成予想図
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　老朽化が進んでいる長久寺跨線橋の長寿命化工事において、国か
らの補助内示額が、当初予定額よりも減額されていることが判明し
ました。このため、６月2 ５日に急遽上京し、JR東海との調整工事
となることから、国土交通省へ当初の予定どおり補助されるよう要
望しました。
　７月８日には、７月１日に発生した伊吹地先での土砂災害からの復
旧に向け、県の早急な対応を促すため、自民党滋賀県連へ緊急要望
書を提出しました。内容は、市の要望を後押しするもので、早急に
砂防ダムを新規に整備することや、原因究明のため、国土交通省の
緊急災害対策派遣隊（テックフォース）を早期に派遣すること、加え
て長浜土木事務所が円滑に活動できる環境づくりを行うことなどを要望しました。議員活動と
して、財源を確保することも一つの役割です。
　被害に見舞われた皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、１日も早く元の生活に戻れるよ
う、議会としても尽力していきます。

意見書第２号　選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書案（要約）

本定例会で採択・議決された、意見書・決議案要約

決議第２号　本市における地域完結型医療体制の速やかな構築を求める決議案（要約）

内閣総理大臣などに提出

米原市長に提出

米原市を取り巻く厳しい現状を伝える
　橋梁工事の財源確保と伊吹地先土砂災害からの復興を要望

議
会
要
望
活
動

　選択的夫婦別姓制度の導入を求める声は、ますます切実である。現行民法では夫婦別姓での婚姻が認められて
いないことから、不利益・不都合を強いられており、両性の平等と基本的人権を掲げた憲法に反する。選択的
夫婦別姓に関して、世論が大きく変わっている今こそ、早期に民法改正にむけて国会で議論をすることが求め
られる。このことから国会・政府におかれては、選択的夫婦別姓制度の法制化に取り組まれることを強く求める。

　全国的にも医師不足が顕在化する中、地域医療の担い手不足が深刻化することは、避けることが困難な状況
にある。本市では、既存施策の改善など、医療を受ける側に立った総合的・複合的な医療体制の構築が必要で
ある。
　行政が新たな施設を設置することは、極めて困難だが、心のよりどころであった医療機関が廃業されること
は、地域の市民にとっては切実な不安要素でもある。
　これまでのような社会生活基盤の恩恵を同じように受け続けることは難しい状況だからこそ、行政は、住民
の不安を払拭すべく、社会情勢に応じた医療体制について、早急に示す必要があると考える。
　市長におかれては、今回の請願を布石とし、他の施策との複合的な観点から検討を重ねた上で、本市におい
て真に必要とされる医療体制の方針を早急に示されることを求める。
　また、国に対し、診療所における管理者としての常勤医師の配置基準に関し、さらなる規制緩和を求めるよう
働きかけられたい。

老朽化が進む長久寺跨線橋

満砂になった砂防ダム（伊吹地先）
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　政務活動費とは… 　使い道は…　交付額は…

　地方自治法に基づいて市議会議員の調査研
究その他の活動に資する経費の一部として交
付されるものです。
　交付対象や額、交付の方法、政務活動費を
充てることができる経費の範囲は、「米原市議
会政務活動費の交付に関する条例」に定められ
ています。

　ページ下段の表のとおり、
先進地調査などに要する交通
費や宿泊費、研修会などへの
参加費、広報紙の印刷費や折
込手数料、事務用品費、活動
に必要な書籍の購入などに使
われています。

議員１人当たり
月１万２千円
　「会派」または「会
派に属さない議員」
に対して交付されま
す。

令和５年４月分から令和６年３月分までの
政務活動費を精算しました。

● 政務活動費の収支報告一覧表　（会派の構成は、令和６年３月末時点のものです。）

● 政務活動費を充てることができる主な経費

単位：円

※残額があった場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は自己負担しています。

令和5（2023）年度
政務活動費収支報告

会派名 天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 会派に属さない議員

構成人数等 7 人 ４人 ２人 振角大祐 細野正行

収
入

内訳
交付額 1,008,000 576,000 288,000 144,000 144,000
その他 ( 利息 ) 6 2 0 0 0
収入合計 1,008,006 576,002 288,000 144,000 144,000

支
出

内訳

調査研究費 0 399,469 0 0 0
研修費 0 0 118,000 0 60,990
広報費 536,552 0 226,438 0 0
要請・陳情活動費 308,549 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0
資料作成費 139,874 155,193 20,997 0 0
資料購入費 21,230 20,295 18,183 144,375 101,750
支出合計 1,006,205 574,957 383,618 144,375 162,740

自己負担額 0 0 95,618 375 18,740
返還額 1,801 1,045 ０ 0 0

項　目 内　容 例

調査研究費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査・現地調査に要する経費

交通費、旅費、宿泊費、
調査委託費等

研修費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要
する経費

講師謝金、会場費、参加費、
交通費等

広報費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等

要請・陳情活動費 要請・陳情活動を行うために要する経費 交通費、旅費、宿泊費、
資料印刷費等

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等
資料購入費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入等
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（
鹿
取
和
幸
）

委 員 長　山口　久志　　　副委員長　振角　大祐

委　　員　鹿取　和幸　　　委　　員　細野　正行

委　　員　山𦚰　正孝　　　委　　員　𠮷田　周一郎
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集
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次回  令和６年第３回（９月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

8/30
開会日
予算決算
委員会

8/
31

1 2 3
一般質問

4
一般質問

5
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

6
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

7

8 9
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

10
民生教育委員
会・予算決算
分科会

11
民生教育委員
会・予算決算
分科会

12 13 14

15 16 17 18 19
予算決算
委員会

20
議会運営
委員会

21

22 23 24
本会議

25
予算決算
委員会

26
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

27
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

28

29 30
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

10/1
民生教育委員
会・予算決算
分科会

10/2
民生教育委員
会・予算決算
分科会

10/3
民生教育委員
会・予算決算
分科会

10/4 10
/5

10
/6

10/7 10/8 10/9 10/10
予算決算
委員会
議会運営委員会

10/11
閉会日

議 会 の 動 き
４月

12日	 議会だより編集委員会
17日	 委員会協議会（2常任委員会）
	 議会だより正副委員長会議
18日	 第89回近畿市議会議長会定期総会
30日	 民生教育常任委員会

５月
　9日	 総務産業建設常任委員会（現地踏査)
14日	 行政視察受入（千葉県我孫子市）
15日	 委員会協議会（2常任委員会）
16日	 行政視察受入（富山県射水市）
	 米原市議会議員研修会
22日	 全国市議会議長会　第100回定期総会等
24日	 民生教育常任委員会　行政視察
27日	 議会運営委員会
29日	 議員全員協議会

６月
　3日	 議会運営委員会
　6日	 第2回定例会【初日】
	 議員全員協議会、予算・決算常任委員会（全体会）
	 議会だより編集委員会、米原駅東口駅前開発特別委員会
10日	 第2回定例会【2日目】一般質問
11日	 第2回定例会【3日目】一般質問
	 総務産業建設常任委員会
12日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
13日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
18日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
19日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
20日	 湖北地域消防組合議会　議会運営委員会
25日	 議長要望活動
26日	 予算・決算常任委員会（全体会）
27日	 議会運営委員会
28日	 第2回定例会【最終日】
	 議員全員協議会
	 総務産業建設常任委員会
	 予算・決算常任委員会（全体会）

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日の本会議の模様を
伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
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環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

第１９回米原市芸術展覧会　【市議会議長賞】
受賞おめでとうございます。

　【書部門】
「陳璉詩」　岸本　景子　様

【彫刻・工芸部門】
「光る湖」　肥後　訓次　様

【絵画部門】
「路地裏」　本田　充　様

第1９回米原市芸術展覧会の「市議会議長賞」
受賞作品をご紹介する目的で掲載しています。
作品を写真撮影し、印刷したものであるため、
実際の作品の色味、サイズなどとは異なるもので
あることをご容赦ください。

【写真部門】　「合唱団」　木下　三千代　様


